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は じめ に

私は、これまでに 「総合的地域研究」に関わる研究会 に何度か出席 してきたが、そ こでの多

くの議論 は、 「器」としての地域論、すなわち地域とい うものを所与の条件 とした上で、生態

環境 ・宗教 ・文化 ・権力などが地域性の形成 とどのように関わるか、といった議論が優先 して

いたと思われ る。 こうした地域の自立性 とか内的結合性を中心とした議論の方向性 は、そ もそ

も研究の出発点が 「東南 アジア」という自然生態条件の上で強い特徴を持 った地域を主な研究

対象と し、また 「地域研究」を研究手段 としていることか らも、当然のことであろ う。 しか し、

地域を区切 る ・繋げる ・括 る、のいずれの方法に して も、国家 ・領域 ・文明圏とい った特定の

空間を設定 して、その独 自性 なり共通性や関連性を探 るという作業は、結局 は現在の国民国家

の国境 ・境界をなぞった り、近代国家形成前の地域を掘 り起 こすための一連の作業に通 じるも

のであり、いわば 「器」をどのように区切 り、合理的に分け合い、並べ、繋げるかといった議

論であると言えよう。そ うした器論に留 まる限 りにおいて、 「重点領域研究」が 目指 している

21世 紀への提言と しての 「世界単位」という一歩踏み込んだ議論には繋が らないのではないか

と、私は危惧 している。っ まり私 は、世界全体がます ます流動化 し、大国の理念が崩れ、近代

的国民国家の枠組 自体が問われている現在において、今後の世界の在 り方なり向か うべき方向

は、地域主義 とか国家主義が強化 され るので はな く、様 々な段階 と過程があるにして も、狭 い

地域枠 とか国家枠を超えて、い くつかの拠点都市、っ まり情報収集と発信のための基地(keysta-

tion/workstation)を 相互に結ぶintercitynetworkの ような一っの世界になるのではないか、

と私は心 に描 いている。従 って、地理的枠組 に結び付けようとす るこれまでの 「地域=器 論」

か ら脱却 して、器の中身と しての人、担い手 と しての人間、人の動きとそのネ ットワーク(関

係性)に よって結ばれる様 々な世界像を中心 とした分析視角に注目すべ きではないか、 と提案

したいのである。

私のこれまでのイスラーム世界にっいての歴史研究を通 じて、また中東地域、地中海やイン

ド洋などの海の世界を実際に見てきた経験か ら言 って、どうもイスラーム世界や海域世界は、

今述べたような未来型世界 に似たネッ トワーク型社会 としての特性を強 く持 ってお り、個人か

ら世界(全 体)ま でが地理的境界に妨げられない開放性 ・流動性を強 くもって、ダイナ ミック

に外に膨脹 ・拡散 し、また相互に交流関係を維持 して きたといえよ う。つまり中東地域、そ し

てイスラーム世界の社会 ・文化や歴史を考え る上で、ヒ トやモノ ・情報の移動 と交流、商業交
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易、社会 ・文化の重層 ・多重性 と流動性、人 と人 との関係によって結ばれる人間関係のネ ッ ト

ワークなどが基本的な要素であ り、地域 とか土地 ・領土 ・国家 ・国境などの 「器的な もの」は、

いわば二次的な もの、弱い存在であることに気付 くのである。中東でよ く言われ ることである

が、土地とか地域 は 「人 ・水 ・安全」のなかに成立す る二次的なものであ り、それ以外の土地

は 「死んだ土地」であるとか、 「所有権 とか財産 は土地そのものよりも実 っているもの、生産

物 にある」と言われる。さらに、海域世界 というものを考えてみると、文字通 り土地、地域 と

は別の理念のなかで展開する海の世界であって、港 と港、島 と島 とが相互 にノー ド(単位、節、

核)と な って結ばれた緩やかなネ ットワー クの世界、海上交通 と人の移動の上に トレースされ

た関係性の世界、出会 いの世界である。

そこで、私の本日の発表の目的は、 これ までの 「器論」の発想を逆転 させ る意味合いを込め

て、 「都市 とネッ トワーク」に関するい くっかの話題を提供することにあ る。

1.都 市 と ネ ッ トワ ー ク

メタ

(1)ネ ッ トワークとそのノー ド(核)と しての原都市

人間は様 々な他者 との関係性のなかで自ら生 き、また生かされていると言える。ネッ トワー

ク論 は、そ うした個 と個、個 と集団(社 会、世界)の 相互作用 を分析す るものであ って、ネ ッ

トワー ク内の ノー ド(単位)が 相互に作用することで、互いに連結す るときに成立す る関係の

在 り方(形 態 と属性)か ら、ネ ッ トワークの性格を分析する。従 って、 ネ ットワー ク論では、

構造 ・機能 の静態的分析 とは違 って、動態的分析(拡 散 ・膨脹 ・可変 ・組み替えなどの開放性、

多重 ・複合 ・重層などの ヒエ ラルキー、方向性、時間性、質量等 々の、言わば関係性[rela-

tions])、 っま り 「動 きの ダイナ ミズム」を明 らかにすることに研究上の力点が置かれる。 こ

のネッ トワーク論は、歴史研究において も注目されてお り、とくに属人的な性格の強 い中東イ

スラーム社会の分析 にはラ ピドス(1.R.Lapidus)の 研究に代表され るように、注目すべ き多

くの研究成果がみ られる。っまり、多重多層なネ ットワークの網 目のなかに機能する、流動的

な中東の多重社会の実像を浮き上が らせ、同時に一国史の枠内で歴史展開を考えて きた研究の

限界を乗 り越えることに、研究の主眼が置かれているのである。

さて、都市 とネ ッ トワー クの問題 に関連 して、ネ ットワークの ノー ド(単位、節、核)と し

ての原都市、メタフィジカルな都市にっいて考えてみよう。政治的都市、領域国家のなかの都

市 といった場合、その都市 は予め計画 され、指定された場所と構造を持 っているが、関係性の

なかに成立すう原都市 は、本来的には無の場所、空 っぽの器であり、人の移動 と交流によって
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一時的に成立す る街道上の一点、分岐の境、境域であ る。アラ ビア語に 「サ グル(thaghr)」

という言葉があ り、 しば しば地名 に付 けられる名称である。この本来の意味は、異界 との境、

辺境、砦、中心、河口、港、市場などであるが、まさにサグルはネットワークのなかで成立す

るノー ド=原 都市 に通 じるものであると考え られる。 このよ うにノー ドは、中心であ り、同時

に末端点でもあ り、中間の拠点であ り、同時に分岐点で もあって、伸び縮みするネ ッ トワーク

の一時的な点に過 ぎないと言えよ う。

ネッ トワークのノー ドとしての原都市は、多様な ヒ トが集まる情報 ・モノの交換の場、異質

なモノの出会いと集積のなかで機能する場であって、そうした属性を備え ることによって、別

のモノ、新 しいモノを創 り出 し、発信する場ともなる。つま り、原都市 は、本来は目に見えな

いような 「はかない場」であるが、同時に目に見え るもの(文 明)を 創 り出す 「確固 たる場」

ともな り得るので ある。そ して原都市はネッ トワークのノー ドとしての機能(出 会い ・集積 ・

創造)を 高あることで、その周囲の農業社会に も影響力を及ぼ し、農業生産を支配す るなかに

おいて、ノー ドと しての都市機能を肥大化させていく。この意味において、 メタフィジカルに

見るならば、都市 は農村に先行 していると言えよ う。

ノー ドの上に生 まれた都市文明は、多様な ヒト・モノ ・情報のなかに成立 した、いわば普遍

化の システムであ って、ネ ットワークに沿 って四方に拡大することで、その普遍化と多様化の

過程を辿 って行 く。多 くのノー ドを支配する大文明は、多様なネ ットワー クを統合 し、同時に

内発的発展モデル(文 化)、 あるいは小 ノー ドを挑発 し、内発的発展モデル(文 化)を 再認識 さ

せ たり、適合 ・不適合 と融合 ・分離、多様化の現象をもたらす。

(2)イ スラームの都市像 と移動のネッ トワーク

以上のような原都市 は、現実の中東やイスラーム世界の都市像に極 めて近いものであると考

え られ る。 もともと中東社会 は、歴史的に古 くから海上と陸上の接点、多様 な人間集団の出会い

と衝突の場、流通経済と都市社会の高度な発達を特徴 とする、 いわば 「文明衝突と交流の主舞

台」であった。 しかも中東地域の周囲には、砂漠 ・ステ ップ地帯が広が り、そこには 「移動」

を定常的な生活形態としている遊牧民たちが住んでい る。従 って、中東を中心 とした歴史を振

り返ってみると、常に大規模な 「人間移動」が国家 ・社会 ・経済 ・文化を動かしてきたという側面

を見逃すことができない。中東の都市は、そうした移動する人々が集まり、モノ ・情報の交換の場、

異質なものの出会いの場、接点、文明発信の基地であって、人間移動の世界が支えるノー ド(核)と

しての機能、っま り様 々な移動す る人間の 「止 まり木」としての開かれた機能を果た した。
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現在、私はイブン ・バ ッ トゥータ(lbnBat旗a)に よるrメ ッカ巡礼記』の邦訳作業を進め

ているが、それに関連 していわゆるrリ フラ(al-Ri坦a)」 と呼ばれる多 くの巡礼旅行記 を読

んだ。そ うした旅行記を読んで率直に感 じた一っの印象は、イスラーム世界は脱領土 ・脱国家

化の進んだ一つの人間移動の世界、旅の世界ではないか とい う点である。っまりイスラーム世

界はヒジュラ(移 動 ・逃避)、 リフラ(商 売 ・旅 ・学 問 ・修行)、 ハ ッジュ(メ ッカ巡礼)、 ズィ

ヤーラ(聖 地 ・聖廟の参拝)な どの作用を通 じて、人 と人とが相互に結びっ き、個人 ・血縁 ・

地縁 ・国家 ・世界を貫 く共通の情報化 ・国際化 と普遍共存を目指 して活発に展開 していたこと

が強 く理解 されるのである。その究極の理念的世界がウンマ ・ムハ ンマディーヤとしてのイス

ラーム世界であって、個 と世界 との間が吹き抜けた状態にあると言えよ う。

一人の人間が風呂敷一枚の荷物を持って旅に出て、巡礼キャラバ ン隊の仲間にな る。キャラ

バ ン隊が遠方の町に着 くと、そ こには礼拝のモスクがあり、商売の市場(ス ーク)、 宿泊の フ

ン ドクやキャラバ ンサ ライがあ り、人の集 まる広場(maydan/s的a)が ある。また宗教的な

修行 と学問修得、宿泊の機能を備えたマ ドラサ(madrasa)、 ハ ンカー(khanq乞h)や ザーウィ

ヤ(zawiya)が ある。病院(blmaristan)、 公衆浴場 鯨amm且m)や カーデ ィー法廷があ る。 こ

のようにネ ットワークの ノー ドとしてのイスラーム都市は、移動 して きたよそ者を受け入れる

様々な機関を用意 し、町の人間も他者を積極的に もてな し、保護する心構えを持 っている。ア

ラビア語で、自分(仲 間)と 他者 との間にあ る人間を呼ぶ言葉 に、「近 隣者 ・寄留者(al-mu-

jawi而n)」 がある。 これは 「一時的に隣人愛(jiw巨r)の もとに置かれた人」の意味であり、そ

の人は寄留先の仲間 ・集団と同じルール、同 じ安全保護(垣maya)の もとに一時の滞在が許可

された人間である。 こうした人間が長期的に滞在すれば、その本来の土地の人間になる可能性

を もった、いわば 「内と外の中間の立場にある人間」である。よそ者は、確かに危険な存在で

あるが、反面において新 しい外の情報やモノ、技術や知識を もたらす客人であ り、多様なネ ッ

トワー クを持 った有益 な人間であ る。rコ ーラ ン』のなか にも、「移動する旅人は、道の子(ibn

al-sabll)」 であり、尊び保護すべ き存在であることが繰 り返 し説かれている。 この道(サ ビー

ル)と は、旅、道、イスラームの教え、 ある目的に至る過程であ り、要 するに様 々なネ ッ ト

ワークを意味 している。旅する人の心を支えているのは、イスラームであり、旅 そのものは純

正のイスラームに近付 くための修行 と苦行の旅で もあった。

ムス リムの名前には、ニスバ といって由来名が付いている。その由来名を見 ると、生まれた

地域、町、村の名前であったり、父親、叔父や祖先の生まれの場所、部族名であったりして、

ニスバの定 まった命名のルールがあったとは考え られない。興味深い点は、多 くの場合、本人
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が旅の過程で滞在 した町、学問や商売のために旅 して歩き、拠点 とした都市名がニスバ として

残 されることである。例えば、14世 紀の有名な伝記学者、メ ッカ地誌の著者である

mad b Ahmad al-Fasi al- Makki と い う人 物 は、

Muham-

モ ロ ッ コ の フ ァ ー ス に 生 ま れ 、 カ イ ロ と

メッカに学び、ムジャーウィルとして メッカに長期滞在 した。 この命名法からも明 らかなよう

に、移動す る入間の地域性 は多様であり、後で紹介す るように、ハ ドラマウ トのアラブ人は故
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 まつ ご

郷 にある墓が彼 らの原点であ り、末期の地であるとす る強い観念 もあるが、 こうした例 は稀で

あって、む しろ都市間を移動す る旅の人生、一本の杖 と一っの水壺を持 った旅姿 こそがすべて

の人生である、と考え るのが普通ではなか ったか、と思われる。

　ただ し、人の移動は無秩序に行われ るので はなく、動機 ・目的 ・交通条件などによって も、

そのネッ トワークにはある程度の地域性が出て くることは言 うまで もない。ネ ットワークの内

容(種 類)・ 範囲 ・頻度 ・持続 ・方向 ・時間な どの点で、 その濃淡と範囲が抽出 され る。私 は、

イスラーム世界のなかに、地中海とイン ド洋 という二っの海域世界を設定 し、両海域世界を繋

ぐいくっかの交易ネ ッ トワー ク軸を取 り出し、それ らの絡まりのなかで、その世界と しての歴

史的変化を捉えようとしている。

　 イスラーム化(Islamization)と は、移動する人間によって多様なイスラームが拡散 していく

過程であ り、イスラームの都市ネ ットワークを通 じて、地理的な広が りを持 ち、同時に文化的

格差を均質化 ・国際化 し、普遍共存の理念であるウンマ共同体形成のための運動であ ると言え

る。 しか し人の移動によ って広がり、地理的な広が りを持つイスラームは、その拡散の過程で

「多様なイスラーム ・ネ ッ トワーク」を自ら創成 し続けた。 こうした多様な地域的イスラムを

横軸のイスラーム ・ネッ トワークとす るならば、同時に縦軸のイスラーム ・ネ ットワー クー

言い換えるならば 「大伝統のイスラーム」、　 「大文明 としてのイスラーム」、　 「建て前 として

のイスラーム」とも言える　　があ って、両者は常に反発 しあい、革新運動を起 こしっつイス

ラームその ものが揺れ動 いている。イスラームのなかには、正統 と異端の両軸を置き、相互に

レフォームして行 こうとす る力強いエネルギーがある。その レフォームの運動 ・努力 ・試練が

多様なジハー ドの運動の原点になっていると捉えられ る。以上のよ うに、中東 ・イスラーム世

界は、人の移動のための都市と都市を結ぶ各種の交通 システムと文化的コ ミュニケーションの

ネ ットワークが高度に発達 し、ダイナ ミックに展開 していたのである。
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H.港 布 の ネ ッ トワー クと海域 世 界

(1)港 市と海域世界

ノー ド(核、拠点)と しての港は、海域のネ ットワー クを通 じて様 々な異界と接す るフロン

ティアであ り、同時 に陸上の領域国家のネ ットワークの もとに囲い込 まれた陸の拠点であり、

その両者の 「狭間の地」 「サグル」に位置す ることによって、様 々な ヒ ト・モ ノ・情報の集積・

拡散する出会いの機能を果たす。従 って、港は陸の領域国家の直接の影響を受けるが、同時に

海を通 じて広がるネ ッ トワークを持つ ことで、陸の都市 とは違 った秩序のなかにある。陸の領
ヒンタ　 ラン ド

域国家は、国内の後背地(陸 上ルー ト、土地、人間、資源 など)を 支配す る利点 を生か して、

強 い力を持 って港を支配すれば、外に開かれ た港の自由な活動は妨げ られ、港 は海域 ネッ ト

ワークのノー ドとしての 自由な機能を失 う。 したが って、港市国家(portofstate)は 、港 と領

域国家という二っの レヴェルの異なるネッ トワークの交差する微妙なバランス関係のなかに成

立 していると言えよ う。

歴史的に見ると、多 くの重要な国際港は、大陸と少 し距離を置いた島娯に発達 した。それは

海域世界のネッ トワー クのノー ドと して、陸の領域国家による軍事的 ・行政的な影響を直接受

けに くい場所にあるか らであ って、現在のシンガポールや香港のように、そ こには様 々な異人

たちが寄 り付 き、多重多層のコスモポリタンな住地世界、独自なファッション文明を創造する

可能性を持 った場 である。また同時 に、異 文化の なかのdiasporacommunityは 独 自のコ

ミュニテ ィーを維持するための文化伝統を強化する傾向も常に持っていることも注 目される。

そうした ことか ら、港には港社会の共通性 と多様性、活力があると考え られる。

海域世界 はノー ド(核 ・拠点)と な るい くっ もの港や島を繋 ぐ交通 ネ ッ トワークによって成

立す る交流の場、一っの世界であ り、まさに未来型世界のモデルとして讐え られる場である。

私が海域 ネ ッ トワークによって成 り立っ空間(世 界)=海 域世界を積極的に設定 しようとす る

ことの研究意図は、そこにイスラーム世界や未来型世界のモデルを想定 しているか らである。

歴史研究のうえで、海域世界は、次のような特殊条件 を備えていることによって、ネッ トワー

クと地域性の問題を考える興味深い研究対象とな り得るであろう。

①海域 という特殊な地理的条件によって、人間は造船術 と航海術 とい う特殊技術を使 っての

み、 これを活動の場 として利用できること。

② したがって、海域は、陸支配のような直接的支配が及びにくい領域国家の狭間にあって、

国家枠に規制されない、また国家枠を超えた多様な人間の逃避 と積極的な活動の場とな り得 る

こと。
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③イ ン ド洋海域についていうと、 ヴァスコ ・ダ ・ガマが喜望峰を回って、イン ド洋 に進出 し

た頃、南 シナ海 ・ベ ンガル湾 ・アラ ビア海 ・イン ド洋西海域を連ねる、一っの海のルール、秩

序が存在 して いた。そのためにアデン、ホルムズ、カ リカ ット、マラ ッカなどに代表 される

ノー ドとなる国際的港市が発達 し、それ らが相互に港市ネ ットワークを持 って連関 し、共通の

港市機能 と性格を持 っていたこと。16・17世 紀のアラ ビア語史料 によると、イン ド洋海域世界

を表現する言葉 として、 「イン ド洋地域くNahiy母Bahral-Hind)」 が使われており、 この海

域が一っの世界 として捉え られていたことがわかる。

④一国史の枠を離れて、広域地域を有機的連関性を持っ一っの空間として設定 し、それを成

り立たせている構造 とダイナ ミズムを捉える実験の場であること。

陸上の領域国家 ・港市 ・海域世界 との間には、相互に断ち切れない関係があって、人の関係、

交易取引や金融決済などの多様なネ ットワー クのなかで成 り立 っていることは言 うまで もない。

ノー ドとしての港市の機能 と性格、海域世界の秩序 ・ルール、異なるノー ド(港)を 繋 ぐ情報

関係の在 り方、さらにはネ ットワークの クライテIJア と地域性 と言 う問題について も、さらに

議論を深めなければな らない。 これ らの点にっいては、私にとっての今後の研究課題であり、

今回の発表では、以上のよ うな問題の所在を提示す るだけに留めたい。

(2)ハ ドラミー ・ネ ッ トワークをめ ぐる事例研究

さて最後に、イ ンド洋海域世界に張りめ ぐらされた一っのアラブ ・ネ ットワークの事例とし

て、ハ ドラミー ・ネッ トワークをあ ぐる問題を考えてみたい。現在のハ ドラマウ ト地方 は、南

アラ ビアのイエメンの東部に位置 し、オマー ン国境に近いが、歴史的にはオマーンのズファー

ル地方 もハ ドラマウ トの一部に含まれた。北 にはルブゥ ・ル ・ハー リーの大砂漠、南にはアラ

ビア海とイン ド洋が広が り、イエメンとオマーンの境、アラ ビア半島の南の外れに位置すると

いう意味において、陸の文明中心か らは一番の辺境にあると言えよ う。 そこは、深 く削 られた

ワーディー ・ハ ドラマウ トの渓谷に沿 って広が るわずかなオアシス農耕地とその文化 ・経済の

中心都市サイウー ン、タリーム、シバーム、イン ド洋の港のシフル、ムカッラー、ゲイダ、セ

イフー トなどから成 り立 っている(次 頁地図参照)。

ハ ドラマウ ト地方の注 目すべ き点は、 シバ ーム、タ リーム、セイウー ンなどの多 くの人口を

集めた都市が発達 し、周囲の厳 しい砂漠とは不釣合な高層の建築物が立 ち並び、学術 ・文化 ・

教育 ・信仰の中心地 として歴史的に特異な役割を果た して きた ことである。 このように極めて

自然条件の厳 しい辺境 に位置す るにもかかわ らず、ハ ドラマウ ト地方には多 くの大都市が生 ま
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れ、宗教 ・思想 ・文化の上で重要な役割を果た して きたのは何故だろ うか。それは他な らず、

ハ ドラマウ ト地方が イン ド洋海域世界に広が るネッ トワークの重要なノー ドと して機能 し、ハ

ドラマウ トの人々によるハ ドラ ミー ・ネッ トワークがイン ド洋海域世界に広 く張 り巡 らされて

いたか らである、 と考え られる。そこで、ハ ドラ ミーたちのイ ンド洋海域における広範な活動

を示す具体的な例を、い くつか挙げてみよう。

　ハ ドラマウ トのタ リームの大モスク内で発見されたアラビア語写本の一っで、法学者であ り

ス ー フ ィ ー の Y usu

トまでの旅の点描1

出版 された。

が24才 の 時 、

f b 'Abi d al-Idrisi al-Husni al-Fast に よ るrマ グ リ ブ か らハ ドラ マ ウ

(Multaqaちa1-Ri坦aminalMaghribila耳a母ramawt)』

こ の 本 は 、

が 、最 近 、校 訂 ・

1559年 に モ ロ ッ コ の フ ァ ー ス(フ ェ ズ)の 近 郊 に 生 ま れ た 著 者

高 名 な ス ー フ ィー た ち と の 出会 い を求 め て 故 郷 を 離 れ 、 カ イ ロ 、 メ ッ カ、 ジ ッダ 、

イ エ メ ンを 経 て 、 ハ ドラ マ ウ トに至 り、 そ こで 神 学 lm al-tawhid) 教師にな り、結婚 して

定住 し、彼 の死の直前の70才 の時に自分 の旅の人生 を回想 した記録 であ る。彼がハ ドラマ
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ウ トに 来 た の は 、 学 者 た ち と の 出 会 い と ス ー フ ィー と して の 修 行 の 目 的 と共 に 、 彼 の 祖 先 が ア

ラ ブ 征 服 の 時 に マ グ リブ ・ア ン ダ ル ス 地 方 に 移 住 した 同 じハ ドラ ミー ・ア ラ ブ と して の 意 識 が

あ った か らで あ る。 さ らに 興 味 深 い こ と は、 彼 の 息 子 の 二 人 、 星Abidと ℃marが い ず れ も商

売 と学 術 ・修 行 の た め に イ ン ド、 エ チ オ ピア 、 ス ー ダ ン を 訪 れ た 。 この よ う に 、 モ ロ ッ コ～

メ ッカ ～ イ エ メ ン～ ハ ドラ マ ウ ト～ イ ン ド洋 海 域 世 界 を 結 ぶ 人 と情 報 の ネ ッ トワー クは 、19世

紀 に 至 っ て イ ド リー ス 派 や サ ヌー ス ィ ー派 の ス ー フ ィ ー教 団 が 生 まれ る基 礎 に な っ た も の で あ

り、 人 の ネ ッ トワ ー クが 西 の 果 て の モ ロ ッ コか ら東 の イ ン ド、 東 南 ア ジ ア まで 、 イ ス ラ ー ム 世

界 を 東 西 に 縦 断 して い た こ と が 分 か る。

1886年 に イ ン ドネ シ ア の バ タ ヴ ィ ア で 出 版 さ れ たVanDenBergに よ るrハ ドラ マ ウ トと イ

ンド島懊部におけるアラブ人 コロニー

Indian) 』で は 、

(Le Hadhramout et les colonies arabes dans l'archipel

ハ ドラ ミー ・ア ラ ブた ちが東 南 ア ジ アの 島 懊 部 、 と くにバ ンダ ・アチ ェ、 パ レ ン

バ ン、 ス ラバ ヤ 、 そ の ほ か マ ドウー ラ や ボ ル ネ オ 島へ 移 住 した こ とを 実 証 す る調 査 記 録 を 載 せ て い

る。 また1931年 のVan　 Der　 MeulenとH.　 Von　 Wissmannな ど のハ ドラ マ ウ トで の 調 査 に よ る と、

ハ ドラマ ウ トの 港 ム カ ッラ ー の パ ス ポ ー ト ・オ フ ィ ス を通 じて 、 東 南 ア ジア の 各 地 との 間 を 往 来 す

るハ ドラ ミー ・ア ラ ブ(特 にBa　 Kathir)の 人 数 は年 間1,000人 、 シ フル経 由 で は400～500人 に も達

す る こ と、 ハ ドラマ ウ ト地 方 の 内 陸 の ドゥア ー ン(Wa(n　 Do'an)と ホ レー ダ(Hureida)の 町 の 大 半

の 人 々が 商 売 と出稼 ぎの た め に エ チ オ ピア 、 イ ン ドと ジャ ワ に出 か けて い る との 興 味 深 い実 態 を報

告 して い る。

　 で は、 ハ ドラ ミー た ち は、 い っ 頃 か ら、 い か な る動 機 の も と に 、 ど の よ う な過 程 を経 て イ ン

ド洋 海 域 世 界 に 彼 らの ネ ッ トワ ー ク を 拡 大 して い っ た の か 、 ま た 彼 らの ネ ッ トワ ー ク の 実 態 は

何 か 、 彼 ら移 動 す る 人 間 に と って 地 域 観 、 地 域 性 と は 何 か 、 彼 らの 移 動 の ネ ッ トワ ー クが 他 の

ア ラ ブ系 、 イ ラ ン系 や イ ン ド系 、 中 国 華 僑 系 の ネ ッ トワ ー ク と ど の よ う に違 う の か 、 相 互 に ど

の よ う に 関 わ って い た の か 、 な どの 多 様 な 問 題 が あ る。 しか し、 こ う した 問 題 の 多 くは 、 い ず

れ も具 体 的 な 記 録 史 料 に基 づ い て 分 析 ・解 明 す る こ とが 困 難 で あ り、 私 に と っ て の 今 後 の 研 究

課 題 で あ る。 こ こで は、 ア ラ ビア 語 に よ る年 代 記 、 名 士 伝 、 聖 者 伝 、 リフ ラ書 な ど に散 見 す る

断 片 的 な 記 録 に 基 づ い て 、 以 上 の 問 題 に 関 わ る 諸 点 に つ い て 、 概 略 的 に 紹 介 す る に 留 め た い 。

　 ● イ ン ド洋 海 域 世 界 に お け る ハ ドラ マ ウ トの 位 置:先 に 述 べ た よ うに 、 ハ ドラ マ ウ トは い ず

れ の 場 所 か ら も遠 い 陸 の 孤 島 に あ る が 、 イ ン ド洋 航 海 の 要 地(ペ ル シ ャ 湾 ～ 東 ア フ リカ 、 紅 海

～ イ ン ド、 ソ コ トラ 島)に 位 置 して い る。 ま た 、 そ こ は イ ン ド洋 海 域 の 各 地 か ら集 ま る ム ス リ

ム た ち の メ ッカ巡 礼 ル ー トの 交 通 ネ ッ トワ ー ク の 拠 点 、 メ ッ カ 、 イ エ メ ンに 至 る 途 中 の イ ス ラ
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ム諸学の学術セ ンターで もあった。そこは、特産品と しての乳香、没薬、龍誕香などがあ り、

その他に東アフリカ、 ソコ トラ島との中継貿易 として多様な物産を集める上で も重要な位置に

あった。そ して、シフル、ズファール、ムカ ッラーなどのハ ドラマウ トの主要港 は、中東の領

域国家の支配を受けないコスモポ リタンな 自由港 として発達 し、ハ ドラミー商人、船乗 りの活

躍がイン ド洋海域で古 くから見 られた。

●郷土意識と聖家族の役割:ハ ドラ ミーたちは、伝説上の部族、預言者に由来する血縁集団

や聖家族を指導者 とした強い共 同体的な連帯意識を持 って結 ばれていた。アール(ク ラン、血

縁集団、大家族)の 指導者 は、サイイ ド(sayyid)、 またはマ シャーイフ(mash盃'ikh)と 呼ばれ

て、集団全体に対するカ リスマ的 リーダー権を もち、同時に先祖か ら受け継がれて きた聖域

①awta)、 聖墓(maqbura/maqbara)や 参拝地(mazar)を 守 る長で もあ った。そ うした場所

は、アールの集団構成員たちにとっての協議 ・契約 ・紛争解決の集 まりの場所であり、末期の

地で もあった。聖域や墓に帰属意識を持っ ことは、彼 らが移動の生涯を送 り、死の時に墓に戻

るという地域観、人生観と深 く関わっていた。14/15世 紀になると、アールの指導者がイスラ

ム諸学に精通するウラマーとして、またスーフィー ・タ リーカの長、偉大なる聖者 としての強

い権威を持っようになった。

●BaSaqq百fを 起源 とする分家、とくにアイダルース(BaヒAdar船)の インド洋海域への活動:

ア イ ダ ル ー ス ィ ー ヤ(ク ブ ラ ウ ィ ー ヤ の 一 分 派)と 呼 ば れ る ス ー フ ィ ー ・タ リー カ の 活 動 に よ

り、 彼 らの 移 動 に新 しい 展 開 が16/17世 紀 に あ った 。 ア イ ダ ル ー ス ィ ー ヤ は 、19世 紀 に 至 って

成 立 す る イ ドリー ス 派 タ リー カ や サ ヌ ー ス ィ ー 派 に も強 い 影 響 を 与 え た と思 わ れ る が 、 カ ー

デ ィ リー ヤ 派 ス ー フ ィ ズ ム と 同 じ く、 都 市 派 の ス ー フ ィ ー ・タ リー カ で あ り、 キ ヤ ー ス(類

推)、 イ ジ マ ー を 認 め ず に 、 コ ー ラ ン とハ デ ィ ー ス を 尊 重 す る点 で 、 ス ンナ 派 の ウ ラ マ ー や 政

治 権 力 と 結 び 付 き易 か った 。 しか し一 方 で は 、 ア イ ダ ル ー ス の 祖 先 に 至 る聖 家 族 の 意 識 が 強 く、

ズ ィ ク ル 、 護 符 や 呪 文 、 占 い な ど を 用 い る点 で 神 秘 主 義 の 一 潮 流 で あ る と言 え る。 この タ リー

カ は 、 イ ン ドの グ ジ ャ ラ ー ト地 方 の ア フ マ ダ ー バ ー ド、 ゴル コ ン ダ 、 グ ル バ ル ジ ャ や 東 南 ア ジ

ア の 諸 都 市 へ 強 い影 響 を 及 ぼ した こ とで 注 目 され る。 そ して 、 この ア イ ダ ル ー ス ィ ー ヤ の ス ー

フ ィー ・タ リー カが ハ ドラ ミー た ち の 商 売 と移 動 ・移 住 の 経 路 を 大 き く決 定 した 。

● 教 育 制 度 と学 問 の 旅 、 情 報 交 流:彼 ら は 、 正 統 イ ス ラ ム 諸 学(コ ー ラ ン学 、 ハ デ ィ ー ス 学 、

タ フ ス ィ ー ル 学 、 法 学 、 ア ラ ビア 語 学 、 詩 文)と 実 学 教 育(計 算 学 、 星 占 学 、 医 学 、 土 木 技 術)

を重 視 した 。 従 って 、 移 住 先 に お い て 彼 ら は主 に書 記 、 侍 医 、 軍 人 、 占 い 師 、 技 師 、 通 信 士 、

高 級 船 員 、 教 師 、 仲 介 斡 旋 業 、 銀 行 、 ホ テ ル 、 運 輸 、 出版 業 な ど に活 躍 した 。 彼 らの 間 で は、
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高級 ウラマー教育のための学術サークルが発達 し、ウラマーたちはイエ メン、メッカ、東アフ

リカ、イン ドなどのイ ン ド洋海域世界を広 く遍歴す ることで、学問を修得 し、 また彼 らの主張

や情報を広める上で大きな役割を果た した。彼 らが活発な出版活動を展開 したことも注 目され

る。 とくにシンガポールにおけるイスラーム法学書の出版が代表例であ り、その出版物はイン

ド洋海域世界で広 く使われた。

●ハ ドラミーの移動時期 と経路:ハ ドラミーたちの移動 は、15世 紀半ばに始 まり、特に17・

18世紀に目覚ま しい拡大を した。彼 らがイ ンド洋海域に進 出す るようになった発端は、イエメ

ン ・ラスール朝勢力の崩壊 とオスマ ン・トル コの中東拡大 によるイスラーム世界のネ ットワー

ク構造の変化 と関連 している。彼 らは、最初 は東アフ リカのスワ ヒリ都市、イン ド亜大陸の

ヴィジャヤーナガル王国 との境域地帯、特 にゴルコンダ、ビージャープール王国に進出 し、17

世紀半ば以後には東南アジアに進出 した。バ ンダ ・アチェは、東南アジアにおけるイスラーム

化運動の基地であ り、彼 らの ジャワ世界への拡大の窓口とな った。

●多様なネッ トワー クとの競合による膨脹のダイナ ミズム:16～18世 紀と言 う時代 は、西

ヨ ー ロ ッパ 勢 力 の イ ン ド洋 海 域 世 界 へ の 拡 大 の 時 期 で あ り、 同 時 に イ ラ ン ・イ ラ ク、 ペ ル シ ャ

湾 経 由 、 ま た グ ジ ャ ラ ー ト経 由 に よ る ス ー フ ィ ー ・タ リ ー カ の 活 動(カ ー デ ィ リー ヤ 、 チ ェ

シ ュテ ィー ヤ 、 ナ ク シ ュ バ ンデ ィ ー ヤ な ど)の 多 様 な タ リー カ ・ネ ッ トワ ー ク の 拡 大 時 期 で も

あ った 。 さ らに は ア ル メ ニ ア系 商 人 、 ユ ダ ヤ 系 商 人 や イ ン ドの チ ェ テ ア ー ル(Chettiar)商 人 な

どの 専 門 化 した 商 業 ・運 輸 集 団 が イ ン ド洋 の 海 運 ネ ッ トワ ー ク を利 用 して 活 躍 した 。 東 で は 、

華 僑 系 ネ ッ トワ ー ク が 拡 大 して い っ た 時 期 で もあ る。 この 時 期 の イ ン ド洋 海 域 世 界 は 、 多 様 な

ネ ッ トワ ー クの 競 合 に よ る膨 脹 の ダ イ ナ ミズ ム を 持 った 時期 で あ った と捉 え られ る。 この 点 で 、

A.リ ー ドや エ.ウ オ ー ラー ス テ イ ンの 見 解 は 、 再 検 討 さ れ な け れ ば な らな い と 、私 は 考 え て い る。

以 上 を ま と め る な ら ば 、 ① 集 団 の 同 種 ・同 族 性(homogeneity)と い う 意 味 で は 、 ハ ドラ

ミー ・ネ ッ トワ ー ク は 、 宗 教 ・教 団 ・出 身 地(同 郷)、 兄 弟 血 縁 関 係 に よ り 堅 く結 ば れ て い た、

② 専 門 化 し た学 問 ・技 術 ・情 報 、 ③ イ ン ド洋 の 交 易 ネ ッ トワ ー クの 活 用(モ ン ス ー ン航 海 に よ

る定 期 海 運 、 広 域 市 場 体 系 、 流 通 シ ス テ ム 、 国 際 交 易 と地 域 交 易 の 関 わ り)、 ④ ヨ ー ロ ッパ 世

界 シ ス テ ム の拡 大 と伝 統 的 イ ン ド洋 ネ ッ トワ ー ク と い うイ ン ド洋 海 域 世 界 の こ二重 構 造 が 形 成 さ

れ る な か で 、彼 らは そ の 狭 間 に巧 み に生 き続 け た 、 ⑤ 正 統 イ ス ラ ー ム を 表 看 板 と した こ と、 と

くに コ ー ラ ン、 ハ デ ィ ー ス 、 伝 統 イ ス ラ ー ム学 を尊 重 す る、 縦 型 イ ス ラ ー ム ・ネ ッ トワ ー ク に

よ り 、 多 様 な イ ス ラ ム 世 界(地 域 イ ス ラ ム)が 形 成 さ れ て い くな か で 、 イ ン ド洋 海 域 世 界 の イ

ス ラ ー ム 系 国 家 及 び 都 市 ウ ラ マ ー た ち(学 者 ・教 養 人 た ち)に 積 極 的 に 受 け 容 れ られ 、19世 紀
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以後にはヨーロッパ勢力に対抗する一っの精神的支えともなったこと、な どの諸事実が指摘 さ

れよう。

おわ りに

以上、私 は今 までの議論 によって、岩石結晶のような化石化 した 「地域」を見 るのではな く、

伸び縮みす る地域、重層 ・複合の地域、人の移動、社会 ・文化現象のなかに トレースされる地

域、歴史のなかにダイナ ミックに揺れ動 く地域、未来型地域 としてのネ ッ トワークの ノー ド

等々の、 ソフ トな地域像を考えなければな らないのではないか、 という提案を試みた。 この点

で、今回の 「中東と東南アジアの地域間研究」の会を機会に、皆様の間で議論を深めていただ

きたいと望んでいる。

コメ ン ト1

応 地 利 明

家島さんが レジュメの一枚 目で、 「器が先か、中身が先か」、あるいは 「地域が先か、人が

先か」 とい う問題 のたて方を してお られ る。 ここか ら私が連想 したのは、20世 紀のは じめに

あった、社会学者デュルケイムとr人 文地理学原理』の著者であるポール ・ヴィダル ・ドゥ・

ラ ・ブラー シュとの議論である。 ヴィダルは、地域一 彼の言葉では 「場所」 の もっ規定

性を主張 している。それに対 して、デ ュルケイムのほうは、いわば組織を中心 にして議論を進

めようと した。 この議論は結果的には、お互 いが言 い放 しとい う感 じで、いわば引き分けで

あった。 この問題に対 し家島さんは、論理的に、かっ歴史的事実に基づ き、一っの明確な立場

を示 した。

今 日の話では、い くつかの問題が提起 されていると思 う。家島さんの著書にr海 が創 る文

明』 というのがあ るが、今日の発表 は、む しろ 「都市が創 る文明」が主題であ っただろ う。

我 々は、南アジア、東南アジア、日本などいずれの事例において も、村か ら都市へ というひと

≧)の発展図式を想定 して考える。 この考え方を くっがえ して、はじめに都市ありきとした。家

島さんが言 う原都市、あるいはメタ都市 ともいえるだろうが、それはその場所 に存在 しうるべ

くして存在 していると主張 した。その基盤 としてネ ットワークがあるとい うことになろう。 こ
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の ことは、午前中に古川 さんが言 っていた中東 は人工空間としての都市で形成 されているとい

う、中東の歴史的な展開過程その ものを示 しているのではないか と思 う。

さて、 ここか ら一っの問題 として、イスラームとプレイスラームとの間の関係をどう考える

か ということが出て くる。人類史における都市文明発生地である中東には都市が創 る文明とい

う伝統があ り、その伝統の うえに都市が出来あが っているとす るならば、この伝統 とイスラー

ムの都市像との関係 について もう少 し詳 しくお聞きしたい。

次 に 「地域」につ いてであるが、先にも言 ったが、家島さん は、器が先か中身が先か という

ことではすでに明確な答えを出 している。すなわち、都市間ネ ットワークが先行 して存在 し、

その中に地域が作 られる。だか らネ ットワークそのものが一っの機能的なノー ドとしてあり、

それが結ばれていくのであ る。グラフ理論で例えてい うな らば、ノー ドか らパ スが伸 びていき、

そのパスの末端 に村があるとい った形で地域が出来てい くのである。我々はこれを機能地域の

形成と呼んでいるが、 こう した機能地域の形成 という考え方で地域 は理解で きるとい うことを

家島さんは明確 に言 っている。

そ うすると、器、あるいは古川 さんの話に出たような、生態的ニ ッチ ェという言葉で表わさ

れる生態環境的な、または空間的なまとまりというものが、いま述べたよ うな機能主義的な考

え方の申で、ネ ッ トワークを基盤 とした地域の形成 とどのように関連 しているのか。そういっ

たニ ッチェとい うよ うな ものが、地域形成の外枠 として、前提的な与件 としてあるのだ、と私

は考えているのだが、 この点について もう少 し説明 していただきたい。

ネ ッ トワーク、あるいは原都市か ら都市が形成 される社会 というのは極めて流動的であると

いうことを指摘 したい。私は、30年 ぐらい前にイランやアフガニスタンの村に短期間であるが

滞在 した。そのとき、 日本の村との違いを強烈に感 じた。それは、人の流動性が非常 に高いと

いうことである。例えば、 日本の村の場合には、家号があ って、それによってその家の系譜が

分かるというよ うに、世代累積的に存在 している。私は、村 というものは、 このように世代継

承性を持ちなが ら、機能的に累積 してい くものだと考えていた。 ところが、中東の村で聞いて

みると、家々はごく短時間に形成 されたという。 また、二年後 ぐらい後に再訪 した時には、二

年前には居た誰々はもういないといったことになっている。非常に流動性が高いのである。 こ

の点にっいて、吉 田光邦さんが初期の 『東南ア ジア研究』に、結果的にみるとステップ世界と

熱帯多雨林世界 というのは非常に似ているのである、 と書いている。ジープに乗 って、 イラン

を走 っている時 と、マ レー半島あた りの降雨林を走っている時とで同 じ印象を受けたのだとい

う。窓か ら見え るのは、片や岩山だけ、片や緑だけであるが、まず基本的に人がいない。そし
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て、水が無い世界 と水が多い世界であると。お もしろいのは、その様子をスポンジに例えてい

ることである。砂漠 は、カラカラに乾いたスポンジであり、東南アジアのほうは水をた っぷ り

含んだ状態のそれであ る。そして、適度な水分量に しようとす る際に、 どちらが困難であるか

というと、それは当然、た っぷ り水を含んでいるスポ ンジのほうである。指でお して水を出 し

て も、す ぐに再 び吸収 される。常に水の飽和状態なのである。一方、カラカラのスポ ンジのほ

うには、少 しずっ水を加えていけば、適度な水分量になる。 こういった ことを書いている。

私のイラ ンやアフガニスタンでの経験で も、水は、大量でなければ意外 に容易にひ くことが

出来 るのだと思った。先の話に戻 ると、村の人 口の流動性が高 いとい うことは、どこかに新 し

い村が拓かれているということである。結局、小作契約の条件を天秤 にかけて、簡単に移動 し

てい く社会なのであろ う。いま言 ったような適度な水量のある場所をっ くりあげて、そ こに農

耕地を拓いてい くのである。そうした ことは、我々湿潤地帯に住む人間が考えるよりも容易な

のではないだろうか。

ここで生態的ニ ッチ ェとか、乾燥 とかいった条件を考え ることが出来る。家島さんが言 った

ような、ネ ットワークにおいて常に現われ る人のフローといったものを生み出す余地 というも

のが様 々な形で 様々な形 というのは環境的な条件 も含むのであるが 存在 しているので

はないだろうか。

最後 に、話に出た海域世界にっいて質問 したい。イスラーム以前からイン ド洋の海域世界 と

い うのはあった。例えばrエ リュ トゥラー海案内記』だとか、タ ミルの古代叙事詩などにそれ

は表わされている。イ ンド洋で結ばれた海域世界というのは、古い時期か らあ って、バ スコ ・

ダ ・ガマがそれを使 ってイン ドに来たように、イスラームもそれに乗 っか ったのだと言える。

そ うすると、海域世界におけるネ ットワークの形成のされ方が、イスラームの登場によって ど

こが、どの ように変化 したのか。すなわち、海域世界というのは本質的にネ ットワーク型の社

会であつて、それにイスラームの持っネ ッ トワーク社会的特徴が相乗的にかさなって、大きな

イスラーム社会 としての海域世界が出来上がったということは理解で きるが、そこでの二っの

世界、イスラームと海域世界との関係について聞きたい。具体的に言えば、何がイスラームの

出現によって変わり、あるいはまた増幅 されたのかということである。そ うした話か ら、イス

ラーム社会、または文明が創 る世界としての中東 という地域が浮かび上が って くるのではない

かと思 う。
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コ メ ン トH

高 橋 美 紀

華人のネッ トワークの視点から、家島先生の ご発表との関連でお話申 しあげたい。東南 アジ

アの華僑 ・華人ネ ットワークは、国境 を越えた華僑 ・華人の動 きであり、 これか らもそ うした

動きは続いてい くであろうと考え られる。

華僑 ・華人の場合は、宗教が一っのつなが りになって動 いているわけで はない。また、国境

を越えた動 きを もつ一方で、それぞれの居留国にチ ャイナ タウンという非常 に特殊 な世界を

作 っている。家島先生 は、イスラームにっ いて 「開かれた世界」とお っしゃられたが、それに

比べ ると、華僑 ・華人 は、各居留国の中で非常に 「閉 じられた世界」を形成 しなが ら、他方、

シンガポールのよ うに、 自分達の国家を作 り上げた り、東南アジアや北米等の地域間では、経

済ネッ トワークを通 して国境を越えた独自のつなが りをもっている。

まず最初 に、東南アジアにおける華僑 ・華人にっいて概要をお話 し、次 いでかれ らの経済

ネ ッ トワークにっ いて述べ る。そ して、その経済 ネ ットワークを支える 「文化のネ ッ トワー

ク」の一例 として、華僑 ・華人が共通にもつ華語(マ ンダリン)の ネ ットワークが今 日広が っ

ているということにつ いてお話 したい。

東南 アジアへの中国人の移住が本格化 したのは、18世 紀後半のことであ る。それはイギ リス

が植民地支配を進めて いく中で、その労働力、 クー リーとして流出 したことがきっかけとされ

る。 この頃の中国人労働者の移動は、猪子(チ ョシ)貿 易と呼ばれ、中国人 は、生 き地獄のよ

うな状態で、豚の子の ように船で運ばれた。19世 紀中期か らは、それが世界 に拡大 した。 こう

して世界各地域 に流出 した中国人の人口は、19世 紀後半で300万 入ほどであったのが、20世 紀

の初めには倍以上の760万 人 に膨れあがり、1931年 の統計によれば、1,283万 とい う記録が残 さ

れている。

こうした在外中国人が自らを華僑と称 し、他の人々か らもそ う呼ばれ るようになったのは、

19世紀末か ら20世紀の頃と言われている。 日本では華僑という呼び名が最 も馴染み深いが、こ

こでは中華民族の特徴を持つ人々で、中国籍のまま他の国に居住 している人を 「華僑」、居住

する他の国の国籍を取得 している人を 「華人」と呼ぶ ことにする。その他、国籍を問わずに中

華民族の特徴を持 っている人々を総称する 「華族」という語 もあるが、 これはあまり使われな

い。また、中華民族の特徴を持 っていなが ら、5世 代以上の世代を重ねており、中国 との結び

っ きがな くなって しまっている人々を指 して 「華喬」と呼ぶ場合 もあ るが、 これ も使 う人に
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よって定義 は様 々である。

華僑 ・華人および香港、マカオ、台湾の中国系の人 々、そして中国 に住む中華民族すべてを

合わせ ると、12億6～8千 万人になると言われている。 この うち華僑 ・華人の人口は、中国側

の発表によると、2,726万 となっている。 しか し、統計の とりかた は様 々で、最 も多い例では

5千 万 という統計 もある。そして こうした華僑 ・華人の86%が 東南アジアに集中 している。

華僑 ・華人社会の特徴のひとつは人的な結び付 きにある。よ く知 られているのは、血縁、地

縁、業縁である。血縁 とは、同族、っまり同 じ姓を持っ人 々のっなが りで、地縁は同 じ言葉、

方言を話す人々のっなが り、業縁は、同 じ業種に就いている人々のつなが りである。その他に、

祖先崇拝に基づ くっなが りや、風俗 ・習慣を共にす ることで形成され るっなが りなどもある。

華僑 ・華人を特徴付けるもう一っの側面 は、中国、台湾 との関係で ある。在外中国人は、中

国、台湾 と政治的に微妙な関係にあり、僑民 として対外政策の対象になっている。特 に今 日で

は、両国 ・地域 ともに在外華僑 ・華人の経済力を非常に重視 してお り、彼 らとのっなが りを求

めている。中国も台湾 も二重国籍の廃止を掲げてお り、在外華僑 ・華人は居住国の発展に貢献

せよと主張する一方で、僑務弁公室などの政府機関を設け、僑民対策 に熱心に取 り組んでいる

のが実情である。

次に、華僑 ・華人の経済 ネッ トワークにっいて述べる。最近では華僑 ・華人社会の経済活動

が注 目を集 めている。中国人の家族経営の例にみ られるように、組織 よりも個人の能力と才覚

を重視するネッ トワークを持 っている、とい うことが華僑 ・華人の経済ネ ットワークの特徴と

してよ く指摘 されるが、そこでは個人が絶対的な権力をもっている。ただ、 こうした経営方針

には問題点 もあり、例えば、最初の経営者がネッ トワークの中心である時 は良いのだが、その

人が代譲 りをす る際に後継者問題が生 じるという例 もある。

華僑 ・華人社会のビジネスのもう一つの特徴 として、 リスク回避を挙げることができる。 こ

れは、ネ ッ トワークの形成 に大 きく関係 している。東南アジアでは、華僑 ・華人の経営者が居

住国の政治権力者と密接に結び付きなが ら事業を展開 しているといわれ、例えばイン ドネシア

の華僑 ・華人が、スハル ト大統領 と結 び付 いて作 り上げたサ リム ・グループは有名な例である。

華僑 ・華人 は、表面的には自分達のビジネスは政治 とは一切無縁であると主張 してお り、それ

ゆえ、かれ らが行なう中国への経済投資を中国政府 も受け入れているのであるが、実はその裏

には非常に したたかな手腕 があって、巧みに政治的 リスクを回避 している。そ して、そのため

の一つの方策 として、ネッ トワー クを形成 しているという側面が強いと思われる。

こうしたネッ トワー クの例 として、樋泉克夫先生が調査 されたバ ンコク銀行の創設者である
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故チ ン ・ソポンパーニ ッ ト(陳弼臣)が 築いたネ ットワークの例がある(資 料1参 照)。 それを

見 ると、彼がいかに自分の親族関係 と事業協力関係を通 じて、フィリピン、イン ドネシア、マ

レー シアなどにネッ トワークを広げていったのかがわかる。今では長男と次男に代替わ りして

いるが、その うち次男はTuntexグ ループ会長の陳由豪 という台湾i華僑の経営者 と事業協力を

しており、その陳は、台湾プラスチ ックの王永慶社長 と結びっ きを もち、そこからイン ドネシ

アのス ドノサ リム ・グループにつなが ってい く。 このように華僑 ・華人は人脈を通 じ、微妙な

人間関係 を保ちなが ら事業を展開 している。チ ン ・ソポ ンパーユ ッ ト自身 も生前、香港 を中心

に して東南アジアの主な華僑有力者を集め、政治討議を含めた非公式の会合を持 っていたとい

われ、同会合を通 じて、ス ドノサ リム ・グループをは じめ、フィリピン、香港、マ レーシアの

華僑有力者、事業家 とも繋がりがあ ったといわれる。 さらに業縁の他、チン ・ソポ ンパーニ ッ

下は潮州系であることか ら、その地縁、血縁のっなが りを利用 して香港の中国系財界人、政界

人のなかに入 り込んだ といわれている。

資料1タ イのソポンパーニット=陳 一族を例とする華僑 ・華人人脈

(出典)樋 泉克夫r華 僑の挑戦 一金と血 の団結が世界 を制す 一」

ジ ャパ ンタ イ ム ズ,1994年12月,189頁

また世界華商大会 も華僑 ・華人のネッ ト

ワークめ一例である。そこには、国境を越

えた中国系の人 々の経済活動の動 きが示 さ

れている。世界華商大会の第一回会合は、

1991年 にシンガポールで開催され、第二回

は1993年 に香港で開催 された。 この大会の

主な関係者をみると、東南アジアのみなら

ず北米等 も含めた、まさに世界の華僑 ・華

人が集 ってネッ トワークを形成 して いる状

況をうかが うことができる。 この世界華商

大会 は、 もともとシンガポールの リー ・ク

ワンユーの呼び掛けで始められた。 リーに

よれば、その目的の一つは、全世界の華人

が総力を結集 して中国の経済建設に協力す

ることであるとい う。ただそ こで も、 リス

ク回避の原則は忘れ られてお らず、中国 と

の過度の接近は、居留国における反共主義

を呼び起 こす ことになるため、それ は避け
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ねばな らないとされている。現在は、 シンガポールの呼び掛けで、特に ビジネス分野での情報

交流を目的と したコンピューターネ ッ ト計画が進め られているといわれる。 これは、華僑 ・華

人の経済人を、地域 に関わ りな くイ ンプ ットして、いつで も情報を得 られるようにす るための

計画であり、情報がネッ トワー クを作 ってい く一つの例である。

そこで、 このような経済ネッ トワークを支えている華語文化ネッ トワー クの話に移 りたい。

華語 とは、華僑 ・華人の間で はマンダリン、大陸では 「普通話」、台湾では 「国語」 と呼ばれ

ている言語であ り、ネッ トワー クを支える情報伝達 の媒体 と考え られ る。たとえば、80年 代末

か ら90年 代にかけて、華僑 ・華人向けの雑誌r亜 州週刊』が香港で発行 された り、東南ア ジア

全域に向けて華語での衛星放送が流 され るようになったの も、華僑 ・華人の国境を越えた動 き

のあらわれ といえる。

資料2マ レーシアの華人学生の主な留学先(私 立華語中等学校卒業生の場合)

(出典)Higher Education Advisory Board, Merdeka University Berhad ed., 
`The Malaysian Independent Chirese Secondary Schools System and Unified 

Certificate',United Chinese School Committees'Association of Malaysia, n. d. ,

Examination 

P.12

　先 に家島先生がハ ドラ ミーネ ッ トワークにっいて述べられた際に、 どうして人々が移動す る

ようになったのか という理由として、地理的に辺境であることや、その他の様々な要因ゆえに、

人々は外に出ていかざるをえなか った、 ということをおっしゃられた。華僑 ・華人の場合 も同

じであ り、初期 にかれ らが国を出ていったのは、食べ る物 もないような貧 しい状況におかれて
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いたことが挙げられ る。今 日の東南ア ジアなどの華僑 ・華人の場合は、必ず しもそうした状況

にあるわけではな く、居留国における政治 ・経済的な状況のゆえに、国境を越えたネ ッ トワー

クを自ら広げようとしている。

その一つの例 と して、教育を通 したネ ッ トワークがあ る。家島先生 も、ハ ドラ ミーネ ッ ト

ワークにおいて教育が非常 に重視されているということをお っしゃられた。東南アジアの華僑 ・

華人にっいて も同様の傾向が指摘で きる。国 ごとに事情は異なるが、ここではマ レーシアを例

にとって、華人の留学について話 したい。 マレー系の優先政策であるブ ミプ トラ政策が開始さ

れ ると、 ブミプ トラであるマ レー系や東マ レーシアの先住民族の学生に高等教育を受ける機会

が積極的に与えられ るようになった。そうした状況が、70年 代か ら現在まで続 いている。その

ため、それ以前 は、華僑 ・華人は高等教育就学者の中で大きな位置を占めていたのが、 この20

年余 りの間に様変わりして しまった。

華僑 ・華人は教育を非常 に重視す るといわれるが、マ レーシアの場合、進学先を失ったかれ

らは、海外 に向けて人材を送 り出す ようにな った。マ レーシアの華僑 ・華人は、現在、 自分達

独 自で運営す る私立の華語中等教育機関 「華文独立中学」を有 している。 この 「独中」の卒業

生の進学先 として、 「独立大学」 という大学の設立を計画 していたが、政府の反対か ら実現に

は至 らなかった。またかつて シンガポールには 「南洋大学」 という華僑 ・華人が自ら設立 した

大学があったが、同大学 はシンガポール政府の政策によって、国立 シンガポール大学 に統合さ

れ、閉校にな った。そのためマ レーシアでは、華僑 ・華人の教育機会が大幅に制限され、華僑 ・

華人の留学志向に弾みがついた。 こうして教育 ネットワークが、徐々に張 りめぐらされっつあ

るとい うのが現在の状況であると考え られる(資 料2参 照)。

華僑 ・華入学生の進学先 についてみると、彼等は、アメリカ、イギ リスなどの英語圏の国を

中心に様々な国に留学 している。その数はマ レーシアか らの全留学生数の6割 近 くに もなる。

そ うした状況は、頭脳流出といったことに もつなが り、今 日大 きな問題にな りっっあるが、一

方で は留学 と、その際の文化交流を通 して、華僑 ・華人のネッ トワークが広が っているのでは

ないかとも思われる。そ して こうして作 られる文化ネ ットワークが、華僑 ・華人の経済ネ ット

ワークを支えていることが考えられ る。

以上述べたように、華僑 ・華人ネッ トワー クは今 日様々な広が りをみせている。 こうした動

きの背景には、中国が70年 代後半以降、改革開放政策を進めるようになったことに応 じて、華

僑 ・華人社会が人的交流を拡大させたことも指摘できる。それ らは、従来か ら華僑 ・華人が大

きな影響力を持 っていた東南アジアの国々のみな らず、香港、台湾、そ して今 日注目されてい
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る、イ ン ドシナ半島、 ミャンマーなどで もみ ることがで きる。 こうした人的交流では経済関係

が重視されているが、先に触れた華語との関連でいうと、近年顕著になった動 きとして ビジネ

ス用語 と しての華語見直 しの動 きも活発化 している。イン ドネシアやカンボジアなどで も華語

学校が復活 しつつあると聞 く。

最後 に、こうした華僑 ・華人のネッ トワークの拡大をみるうえで、今後注目すべ きであると

思われる点 を2点 挙げたい。第1点 は、中国、台湾、東南ア ジアを結ぶネッ トワーク拠点 とし

ての香港の位置付けである。香港は、経済人が対中国投資を積極的に行なう場 として台湾やア

セアンか らの対中国投資の窓口に もな っている。逆に中国の方 も、香港を一つの足場 として東

南アジア等の華僑 ・華人ネ ットワークとっながりを持とうとしている。香港の経済界が持 って

いる人脈は、台湾、東南アジア、中国はもとより、欧米にまで広が っていると言われている。

こうした状況が97年 に予定されているイギ リスか ら中国への返還以降、どのように変わ ってい

くのかは興味深い点である。

また第2点 めとしては、今 日再び盛んにな りっっあるといわれる新華僑の流出があげ られる。

新華僑 というのは、中国の改革開放政策によって引 き起こされた人口移動によって出現 した。

当初は、経済難民とか、偽装難民とかい った用語で呼ばれていたのが、現在では新華僑という

用語で呼ばれるよ うになっている。例えば、1979年 か ら現在 まで、ア メリカだけで、そ うした

人々が約50万 人流入 したと言われている。他にも、 日本やオース トラ リア、さらにはソ連の崩

壊後、 シベ リア鉄道でモスクワを経由 して ヨーロッパ にも流入 している。

以上、国民国家の枠を越えて広が ってい く華僑 ・華人ネッ トワークにっいてお話 し申 しあげ

た。華僑にっいては古 くから 「海水の至る所に華僑あり」 と言われるが、 この ことは現在の華

僑 ・i華人にもあてはまる。華僑 ・華人 は、三つの刀、すなわち床屋のハサ ミと料理の包丁、仕

立屋のハサ ミの三っがあればどこで も生きていける、た くましい民族であるといわれ る。 しか

し、一方で、行 った先の国や地域にす ぐ同化 して しま うのかというと、必ず しもそうではない。

チャイナタウンの例にみ られるよ うに、移 り住んだ先の国で も自分達の文化をかたくなに維持

している。その意味では、非常に 「閉 じられた世界」を外で形成 して いるのである。家島先生

のお言葉を借 りていえば、その 「閉 じられた世界」を一っのノー ドと して、他のノー ドとつな

がる道筋をネッ トワー クを通 じて作 っていると言え るので はないだろうか。今 日の東南アジァ

の華僑 ・華人の状況をみ ると、かっては 「落葉帰根」といわれ、舞い落ちた葉 もいずれは中国

の故郷 に帰 るといわれていたのが、今では 「落地生根」で、落ちた場所に根を生や し、その場

所で強 く生 きてい くよ うになっているといわれ る。マ レーシアの例で も、4世 、5世 になると、
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自分達は中国系のマレーシア国民であると主張 しているし、多 くの生徒が国語であるマ レー語

を主要教授用語 とする国民学校で教育を受けている関係で、マレー語や英語はわか って も華語

は十分には判 らない華人学生 も多い。そうした中で も引き続き、他民族とは同化 ・融合す るこ

とな く、自分達の伝統文化を大切に し、そこでの結びつ きをネッ トワー クとして生か して いる

と考え られる。

質 疑 応 答

ネットワーク ・生態 ・イン ド洋

鈴木 まず家島さんのほうか ら、応地 さんと

高橋 さんのコメン トに対 して答えていただき、

それをきっかけとして討論に入りたい。

家島 応地 さんの御指摘は、いずれ も非常に

重要であり、今後の私の研究課題で もある。

しかしイスラームになって何がどう変わった

のかという問題は、様々な意味を持っている

ので、簡単に説明することは難 しい。

とりあえず、応地さんがおっしゃった三点

について、私の考えを述べる。

まず、私は出会いの場としての交点、ノー

ドの持つ原理 と性格について考えてみたかっ

たのである。 この点で、イスラーム以前と以

後では、原都市 としての都市機能はどのよう

に違 うのかというのが、最初の質問の主旨で

あろう。私は、中東 というのは、基本的にイ

スラーム以前 と以後 も同様に、ネットワーク

社会であったという意味で、連続性があると

考えている。5～7世 紀 において、中東は地

中海世界 とインド洋世界が繋がってその中間

に位置 しており、交流上の接点として非常に

重要な意味を持 っていた。そして、その状況

をうまく捉えてイスラーム世界が出来上がっ

た。まさに、原都市的機能が最大限に機能 し

て、その都市ネットワークの上にイスラーム

が乗っかったという時代性を考える必要があ

ろう。メソ ドロジカルにノー ドを分析するた

めに原都市を考えたのであり、その点では時

代的に中東都市は連続 したものと考えている。

二番目の問題の前に、まず三番目の問題に

ついて述べる。ネットワークを考える際には、

双方 向性、拡が り、量、 ヒエラルキー(質)

などが重要な要素であることは、既に触れた。

そういうネ ットワークの要素をもとに、ネッ

トワークが絡まって濃淡をもつ地域空間が形

成 される。今度はその空間について、生態系

その他の条件がどうなっているのかを分析す

る。っまり、器を先にみたててそこに人間を

乗せるのか、あるいは入間を先に見て、そこ

に トレースされた空間の在 り方を分析 してい

くのかという立場の差異であって、私は後者

の立場を取りたい。確かに生態的な特徴がど

のようにその空間を覆っているかをみること

は重要である。海域 というのは、そういう意

味で、共通の一っの関連性の中で現われる世
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界である。それから、砂漠とステップという

共通の自然生態系の広が る世界がある。たと

えば、ニジェール川流域、チャド湖から東 に

エ ジプ ト、スーダ ンにかけての、 いわゆ る

スーダ ン・サーヘルベル ト。 これはサハラ砂

漠と南部の森林地帯 との間にステ ップが東西

に拡がっている。ここにはやはり、共通のエ

コロジーを もった世界 と共通の生業形態の

持った人間の生活圏 と交通のルー トが出来上

がる。そして同時に縦の交通ルー トとのノー

ドの接点となるオアシス都市が出来る。そう

いう面では、スーダン・サーヘルベル トは自

然生態的に共通の地域性を持 った空間といえ

る。しか し私の立場では、人間の移動、ある

いはネ ットワークの中に トレースされた共通

の空間が何であるか ということを第一に考え

たい。そ して自然生態、人間の移動、そこに

流れている文化的な特徴、という三つの要素

のもとに、地域の構成をもう一度考えるとい

う立場である。

イン ド洋海域世界にっいて も同 じだ。ロー

マ帝国の時代、すなわち紀元前後から1、2

世紀にかけての時代に、地中海世界は東に向

かって大きく膨張 した。その世界にローマ帝

国が覆いかぶさる。そして、インド洋の、特

にアラ ビア海とインド西海岸までが地中海世

界にっながるネ ットワークに組み込まれてい

く。rエ リュ トゥラー海案内記』は、まさに

その世界を描いている。っまり、中東を中軸

と考えると、アラビア海 と、インド洋西海域
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とは中東と地中海世界に跨る共通性の世界で

ある。その世界がイスラームの時代になって

から、ダウ船の技術的発達があり、交易ネ ッ

トワークとそのノー ドのさらなる拡大が起こ

る。そして、7世 紀末から8世 紀半ばには、

ベンガル湾から南 シナ海までそのネッ トワー

クは広が っていく。 さらに、アッバース朝時

代に、内陸のイスラーム都市、っまりノー ド

が新 しい展開を遂げる。それ以前の時代には、

地中海世界との関わりの中だけで存在 してい

た。 このように私は考えている。

原都市

鈴木 場の特質といったものが、イスラーム

以前と以後では連続 しているのかいないのか

ということが応地さんの質問のポイン トだろ

う。今の話からいうと、かな り連続性 もある。

家島 連続性と同時に、やはり、時代の流れ

というものをイスラームはうまく捉えたと言

える。古代からの人間の経済的 ・文化的な変

質 ・変化の順序 ・段階を捉えて、中世にイス

ラーム世界が形成された。具体的に言 うと、

ビザンツ帝国とササン朝ペルシヤ帝国とい う、

中東では大きな文明世界があ り、その両者の

政治的 ・経済的な世界が、いままであった地

中海世界 ・インド洋世界と繋がって、その中

に共通するイスラーム世界が出てきたのだと

思 う。

応地 社会的練度 という問題に関連すると思

うがどうか。



古川 農業に先行する場 として原都市を考え

ることには全 く賛成である。ルー トがあって

それが交差するところに何か出来る。以前、

高谷さん達とオアシス農耕 にっいて考えた時、

そういったことをまさに考えていた。とは言

え、その当時はこう考えていた。っまり、

人々は移動 していて広い地域間の交流があっ

て、その交流の線で止まらねばな らないこと

がある。そこに茶店が出来る。お茶を沸かす

ために水をひかなければな らない。まだこの

時点では農業はない。茶店が先に出来てオア

シス都市のもとになる。そ して 「余り水」を

利用するような形でオアシス農耕が発生する、

というように考えていた。

家島 私 も原都市の成立過程を、そのように

考えたのである。ナイルの農業にして も、都

市と結びっいて非常に商業的であるといえる。

9、10世 紀に綿花や砂糖キ ビなどの商品作物

の栽培が起 こり、わずか一世紀の間にペルシ

ヤ湾岸の地域からシリア、エジプ ト、北アフ

リカ、そ してアンダルスの先まで拡がる。これ

は、まさに商業としての農業であると言える。

古川 その点に関しては、賛成なのであるが、

原都市 というのが、無の場所、からっぽの場

所に出来 るという点が納得いかない。 という

のは、結局オアシス都市が出来るところは、

もちろん砂漠の中であるという意味で無であ

るが、それが出来た後 には、そこには、泥壁

の家が並び、祭壇や広場のようなもの も出来

る。そうすると、無の場所ではな くなる。さ
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らに、出来る前であって も、それが出来 る場

所は、自然の川から近いところ、水をひきや

すいところであろう。するとやはり、器が存

在しているのではないか。結局生態と人の動

きは関係 しているのでは。

家島 それ以外の場所 にも都市は出来 る。農

業生産もな く、水もないところに点としての

都市や港ができる。シーラーフというイラン

のペルシャ湾岸の町などが好例である。 ノー

ド、都市は人間が人工的に作るのである。カ

ナー トに しても、山岳部か ら砂漠を越えて何

十キロもひいて くる。そ して砂漠中に都市が

作 られ る。つまり、メタ(原 都市)を 考えて、

その基本的な性格なり構造なりを分析の一っ

のべ一スにすることが重要である。そ して、

時代性、人間牲、あるいは社会的経済的な条

件といった ものがその上に重なって くる。

郷 土 意 識

応 地 先 に華 僑 の お 話 が あ った。 華 僑 とい う

と私 達 は す ぐに、 幕(パ ン)と い っ た 地 縁 的

な 紐 帯 を もと に した ネ ッ トワ ー クを考 え る。

家 島 さん はハ ドラ ミー ・ネ ッ トワ ー クの お話

で 、 郷 土 意 識 とお っ し ゃ った。 そ れ は、 例 え

ば 華 僑 の 場 合 で の 福 建 出身 者 が 集 ま る とい う

よ うな 意 識 と同 じな の か 。

家 島 ハ ドラ マ ウ トの 出 身 者(ハ ドラ ミー)

の 場 合 は、 「ワ ーデ ィ ーの 民 」 とい う言 い方

が あ る。 か れ らは丁 度 、 グ ラ ン ドキ ャニ オ ン

の よ う な ワ ー デ ィ ー ・ハ ドラ マ ウ トの 谷 に



沿 って住み、サイイ ドと呼ばれる神聖な力を

持 った家系の人が共同体 をまとめる権力を

持った。従 って、ワーディーの民 という言い

方と都市のそれを囲むサイイ ドの結び付きと

いうものが二重になっている。

片倉 ハ ドラ ミーは例外であるのか。

家島 血縁、地縁的意識、サイイ ドを中心と

する共同体的連帯の強固さの点では、特に例

外と思われる。

片倉 郷土意識というのは、 「故郷は遠 くに

ありて思 うもの」というように、だれもが何

らかの形で もっのではないか。

家島 例えば、マグリビーというように、マ

グレブの人たちの意識 というのがある。これ

は東方イスラームの人(マ シュリク)に対応

する言葉である。

片倉 問題なのは、それを持 っていることに

よって、ハ ドラミーの人々は最後は、元の場

所に帰 るのかどうかということである。

家島 原理的には帰る。特にサイイ ドは。基

本的には、帰るべきという意識がある。 しか

し、現実には必ず しも帰 らないし、時代が下

がれば移住先にコミュニティーを作 り、混血

す ることもある。

片倉 意識の レベルと、実際にはどうかとい

うレベルがある。また、先に高橋さんがおっ

しゃったように、華僑は同化 しない。チャイ

ナタウンを作ってい く。そうした形態とはか

なり違 うだろう。

立本 アラブ人は同化するのか。マレー人の
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ほ うが ア ラ ブ化 とい うか 、 真 似 をす る こ と が

あ る。 そ の 同化 とい う こ とが は っ き り しな い。

片 倉 チ ャイ ナ タ ウ ンの よ う にム ス リム タ ウ

ンが あ るわ けで はな い。

立 本 た だ し クオ ー ター はあ る。アラビック ・

クオ ー ター の よ うな 。 数 の 問 題 で あ る。 チ ャ

イ ナ ・クオ ー ター と同 じ レベ ル で ア ラ ビ ッ ク・

クオ ー タ ー が あ る。 ア ラ ブの ほ う は、 大 き な

町 に な って いな い だ けで あ る。

片 倉 そ れ は ど こに あ るの か 。

立 本 シ ンガ ポ ー ル に あ る。 田 舎 で も ア ッ

チ ェ、 ス ラ ウェ シな どで み られ る。

小 杉 そ こで は何 を して い るの か 。 っ ま り、

チ ャイ ナ タ ウ ンの場 合 は 、 中 国 語 の 新 聞 を 出

した り、 中 国的 な こ とを して い る。 そ う い う

意 味 で の 、 ア ラ ブ ・ア イ デ ンテ ィテ ィを 保 つ

よ うな こ と を して い るの か。

鈴 木 シ ンガ ポ ール の場 合、 パ レ ンバ ン経 由

で 移 って 来 た ア ラ ブ人 の 家族 が い るが 、 か れ

らはマ ドラ サを 作 って お り、 コー ラ ン学 校 を

開 いて い る。 外 婚 は少 な い よ うで あ る。様 々

で あ るが 、 私 が 訪 れ た ム ス リム の 知 的 指導 者

の 家 は、 原 則 と して ア ラ ブ だ け で結 婚 して い

た 。

故 郷 意 識 の 問 題 で 、ハ ドラ マ ウ トの 場 合 は

故 郷 意 識 は あ るが 、 帰 ろ う と思 って も帰 れ な

くな る よ う な こ とが あ る。 華 僑 ・華人 の専 門

家 か ら、 ハ ドラマ ウ トとの比 較 で この 点 に つ

いて うか が いた い。

高 橋 私 の 見 た 限 りで は 、世 代 間 で差 が あ る。



一世の世代は方言 しか話さない。広東出身で

あれば広東語 しか話 さない。ところが、三世、

四世、五世の世代にな ると居住国の国籍を

とっている。彼 らは、自分達の祖先が、例え

ば広東出身であるという場合、いっかはその

祖先の土地を訪ねてみたいと言ったりするが、

一世の世代と同じような故郷意識を持ってい

るのかというと疑問である。ただ し、これ も、

族によってずいぶん違 っている。例えばよく

知 られているように客家は、非常に結束が強

く、華僑 ・華人の中のユダヤ人ともいわれて

いる。東南アジアで活躍 している政治家や経

済人には、客家出身が多い。彼らの活動の背

後には、同郷意識に根ざ して張りあ ぐらされ

たネットワークがある。

片倉 大まかに言 うと、郷土意識の強いもの

は華僑、そうでないものは華人になってい く、

と考えてよいか。

高橋 華人を居住国の国籍を取 ったものと定

義する場合、華人の方が華僑に比べ郷土意識

は弱いと考えられる。

片倉 国籍を取らなければならないというの

は、もちろんその国の事情にもよるだろう。

高橋 イン ドネシアのように取らざるをえな

いという場合もある。

片倉 華人の同化というか、居住国の国籍を

取るような例は増えているのか。

高橋 一世がいな くなる中で、これから生ま

れる世代というのは、その国のナショナル ・

アイデ ンティティを一応身に付け、その国の
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国語を話す、というパターンが増えていくと

思う。

立本 しか し、華人にとって国家によるアイ

デンティティなどは重要でないと思う。自分

の子供の居住国を、例えば、一番目をフィリ

ピン、二番目を香港、三番目をオース トラ リ

アというように分けたりする。

片倉 そうするとアイデ ンティティは全 くな

いのか。

立本 華人としてのアイデンティティがあっ

ても、三代目、四代 目などの世代で分離があ

るだろう。同化するのであれば、まだ望みの

あるシンガポールを選ぶといった、華人のし

たたかさがある。

ネットワークの拡大

坪内 少 し話題をかえたい。ネッ トワークの

政治性についての話が中心になっている。 こ

れはおもしろい話であるが、総合的地域研究

の立場からこれをどこに位置付けるのか、と

考えると次の疑問が出て くる。っまり、これ

は地域研究なのか、地域間研究なのか、それ

ともどちらもやっていないのか、ということ

である。ネットワークと地域との関係はどう

な っているのか。ネットワークについて議論

するのであれば、それは地域研究、あるいは

地域間研究 とどう関連す るのかを考える必要

があろう。ネットワークがある、海域世界が

ある、都市がある、というようなことはよく

分かる。では、その ことと、私達の地域研究



とはどこで リンクしているのかを整理 して、

それか ら議論を進めるべきではないか。

家島 今 日の私の話は、まさにそのことを言

いたかったのである。っまり、ネ ットワーク

社会を考える際に、それを地域性な り、地域

といったものの中にどのように トレースして

いったらよいのか、ということ考えたのであ

る。

鈴木 東南をアジアをべ一スにして地域を考

える時、どちらかというと、まず生態的環境

をおさえる。その上で、人間の暮 し方を見て、

それが同じであれば、そこの人々は、同 じよ

うな考え方をし、同 じような意識を持ってい

る。そこにひとっの独自の世界ができ上がる、

という形で地域を捉えていたように思う。イ

スラーム圏から見ると、同 じような行動様式、

考えを持 った人々が、動きだ して、お互いが

ネットワークを作り上げる。そこでは、同一

タイプの人々が、非常に濃密なネットワーク

を作っている。そして、それが拡大 している。

それが地域になっているのである。

坪内 その点が私にとって興味深い。次に、

東南アジアにもアラブ人がやって くる。それ

は、アラブ社会がそこに出来ていることにな

るのだろうか。実際にはそうではない。東南

アジアの都市を考えると、例えばシンガポー

ルなどでは、アラブ人が住んでいるが、アラブ

の都市になっているのではない。 レジュメの

地図を見るとインド洋におけるハ ドラミー ・

ネッ トワークと して ブルネイやポンティア
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ナ ッ クが あ る。 た しか に、 そ れ は ア ラ ブ人 の

拡 が りで あ る。 しか し、 それ は ど うい う形 か

と い う と、 そ こ に住 む それ ぞ れ の人 が コ ミュ

ニ テ ィー を っ くって い るが 、 そ の どれ かが 、

都 市 全 体 を 支 配 した り、 性 格 付 け た りす る の

で はな い 。 そ れ ぞ れ の コ ミュ ニ テ ィ ー は 、 あ

る種 の 機 能 を 果 た す ひ とつ の 部 分 と して存 在

して い る。 これ が 、 東 南 ア ジ ア の特 徴 な の で

あ る。 ア ラ ブ人 に限 らず 、 中 国人 の コ ミュニ

テ ィー につ いて もそ れ が 言 え る。 そ して 、 そ

れ ぞ れ の 上 に東 南 ア ジ ア 的 な支 配 者 が 乗 って

い る。 さ ら に、 そ の 支 配 者 に結 び付 く形 で 、

内 陸 部 の 社 会 もっ な が る。 こ う して ネ ッ ト

ワ ー クが 出 来 上 が って い る。

小 杉 た しか に ア ラ ブ人 ク オ ー タ ー は あ る に

して も、 家 島 さん の お 話 は、 イ ス ラ ー ム ・

ネ ッ トワー ク とそ の 個 別 バ ー ジ ョ ン と して の

ハ ドラ ミー ・ネ ッ トワ ー クに つ い て で あ って 、

ア ラ ブ にっ いて で は な い。 そ れ で 、華 僑 ・華

人 の 場 合 は ど うな の か を 聞 き た い 。

坪 内 私 が 調 査 して い た ア ロー ル ジ ャ ン グス

の 村 で は、 多 くが 福 建 出身 者 で あ った 。福 建

の あ る村 か ら来 た 人 で あ る。 同 じ村 か ら次 々

と人 を 呼 び 込 ん で い る。 そ の 連絡 は つ い最 近

に至 る まで 続 い て い た。 そ の 意味 で は 、 同 じ

よ うな 構 造 が あ る と もい え る 。

小 杉 そ れ は華 僑 ・華 人 の 中 だ け に 当 て は ま

る よ う に思 う。 ハ ドラ ミー ・ネ ッ トワー クの

拡 が り につ いて 言 うと、 ア ラ ブ人 クオ ー ター

に と ど ま らず 、 イ ス ラ ー ム ・ネ ッ トワー クが



さらに拡がる。イン ドネシアをイスラーム化

す るよ うな構造があるとい う点で、華人の

ネットワークとは異なっている。

鈴木 アラブ人がディアスポラ的に拡がるこ

ととイスラーム的な ものが浸透するという二

つの層がある。

坪内 アラブとイスラームを区別しようとい

う話が先にあった。そして、イスラーム教は

とりあえずおいてお くということだったと思

うが。

鈴木 例えば、文字について言 うとマ レー語

は、もともとサ ンスクリット系文字を用いて

いたのが、アラビア文字を使 うようになった。

このように顕著な文化変容がみられる。そこ

には、文字を通 じたネットワークがある。

いろいろのネッ トワーク

高谷 少 し話が高等になって しまった。ここ

でシンプルな図を出してみたい。ネッ トワー

クとはクモの巣のようなものである。中東で

考えると、どこまで行って もクモの巣ばかり

になっている。獲物 もかかっていない。東南

アジアの場合、森があり、そこで採集をして

いる人々がいる。クモの巣は、外側にチョロ

チ ョロとある。こういう感 じだろうか。東南

アジアには、何かネットワーク以外のものが

ある。そんなイメージなのだが、純粋なネッ

トワーク論から少 し離れて、 もう一度中東と

東南アジアという話に戻って もらえないか。

片倉 坪内さんが問題に してお られるのは、
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いまネットワークに議論の焦点が置かれてい

る。それと地域研究はどう関係 しているのか

ということだろう。ここで、簡単にその経緯

をまとめる。まずはじめは、 「地域」から出

発 した。いまや、国民国家を単位にして世界

を考えることは出来な くなっている。高谷さ

んが世界単位論で述べておられる前提から始

まっている。高谷さんが提起されたのは、同

じ価値を共有 している人達の地域一 世界単

位一 を求める、ということである。要する

に、価値観を共有 していることが基本である。

そうすると、私達のほうの中東にっいて地域

を考えると、価値観を共有する単位が地域で

はなくて、どうも 「人」にあるという認識が

出て きた。そこで属人的という言葉を使った。

そ して、その属人的であることを成 り立たせ

ているのは何かという話から、ネッ トワーク

が出てきたのである。今 日の家島さんのお話

が大胆であったのは、ある意味では地域を否

定 していることである。そ こでは、ネ ッ ト

ワークをメタ地域と言 って も良いかもしれな

い。いま問題としている地域は、 「地域を否

定 した地域」であるように思 う。

応地 地域研究か地域間研究かということは

別にして、片倉さんがおっしゃったような文

脈で、中東班はネットワークを前面に押し出

して来た。そ してそれは、人間の世界、入間

が作り上げた都市の世界であり、高度に文明

化された世界であるとお っしゃった。その時

に、ネットワークという言葉だけ取 り上げる



と、例えば、東南アジアの場合でも、海域世

界についてネットワークということが語られ

る し、また、南アジアか らみるとイン ドの

カース ト社会などはまさにネッ トワーク社会

である。 しかし、中東のネットワークは、そ

の中に住んでいる人 々が、それぞれに正当性

を認めあう社会である。つまり多元的である。

それが前回のひとつの結論であったと思う。

インドの場合はヒエラルキーがある。それ以

外の価値は認め られていない、といっても言

い過ぎではない。つまり、ネットワークとい

う言葉は、共通項的にひとつのター ミノロ

ジーとして用いるけれども、その中身の違い

を比較 して、地域の差が議論出来 るのではな

いか。それで、いま中東におけるネットワー

クの中身を聞いた上で、では東南アジア海域

世界におけるネ ットワークの中身はどのよう

であるのか、となる。そ こで、地域間研究が

始まるのだと思う。

坪 内 私 も同 じように考えている。ただ、

ネットワークという平たい言葉ですべて切 っ

て しまうのは恐いということは指摘 しておき

たい。先に高谷さんが、東南アジアではクモ

の巣であるネッ トワークが、外側、港でくっ

っいているだけであるとおっしゃった。ここ

ではネットワークの意味がかなり異なってい

る。東南アジアで発達 して、東南アジアで形

作 られるネ ッ・トワークが存在するとす ると、

中東で発達 した、中東独自のネットワークと

の違いは何かという点は興味深い。

42

片倉 私はネットワークという言葉を実はあ

まり好まない。 というのは、ネットワークに

網 というクローズ ドなイメー ジがでて くるか

らである。そこで、私は属人的という言葉を

使 った。思考様式などが、基本的に人に属 して

いるのか、器で決まるのかということである。

応地 決まるとか決 まらないとかではなく、

どちらが対象を考える際に分かりやすいかで

あろう。

片倉 そうだ。だから、東南アジアの場合は、

まず生態、っまり器を見ていけば、そこに住

む人間がどのように考えているのかが分かる

とおっしゃっているのだろう。

立本 それは自然環境決定論になって しまっ

て少 しおか しい。東南アジアをみるとき、器

か らか中身か らかということについて、それ

は器だと、高谷さんや古川さんはおっしゃっ

ているのだが、東南アジアについてもともと

問題であったのは、生態 というものが器とし

てのまとまりを持たなかったこと、っまり器

が無かった ことなのである。中国やイン ドの

ような器が無いところで東南アジアをどうみ

るかということである。地と図ということで

考えて欲 しい。図というのは、例えばネット

ワークである。地の上にその図が描かれてい

る。その図を東南アジアで考えると、やはり

ネ ッ トワークとい うのは大 きな図である。

ネ ットワークはクローズ ドであるといったが、

それは濃淡で成 り立 っている。関係というの

は強いところと弱いところがある。イン ド洋



を繋 ぐのとマラッカ海峡を繋 ぐのとでは、そ

のっなが り方は違 う。ネ ットワークの濃いと

ころと段々薄くなってい くところがあるとい

うことである。そう考えればやはり、東南ア

ジアのある部分は、ネッ トワーク社会として

括ることが出来る。そ してその上で生態をみ

ると、 これは生態的に説明が出来るのではと

いうことになった。外側か らみると、私達は

器を基に議論 しているという印象になるのか

もしれないが、出発点は器ではないのである。

片倉 そうすると、先に言 っていた東南アジ

アのネットワークと中東のネ ットワークでの、

そのネットワークは何か違いがあるのではな

いかという議論は可能か。

ネ ッ トワ ー一ク:都 市/海

立 本 そ れ を 言 い た いの で あ る。 今 日の 家 島

さん の お 話 の 二 番 目 に あ った イ ス ラー ム 都 市

ネ ッ トワ ー クで は、 移 動 の動 機 を イ ス ラー ム

が 与 え て い る と い う こ とが 示 され て い る。 三

番 目の 海 の ネ ッ トワ ー クは 、 海 が 創 って い る

とい わ れ る。 っ ま り、 今 日 の話 で は 、 海 が創

る ネ ッ トワ ー ク、 イ ス ラ ー ム が 作 る ネ ッ ト

ワ ー ク、 都 市 が 作 る ネ ッ トワー クの 三 っ の

ネ ッ トワ ー クが 出 て 来 た。 イ ス ラー ム と都 市

の そ れ の 結 び付 き は分 か る が 、そ の 二 っ と海

の ネ ッ トワ ー クが なぜ 結 び付 くの か 、 あ るい

は 両 者 の 質 の 違 い につ いて 疑 問 が あ る。 あ る

い は、 イ ス ラ ー ム の 拡 大 と して 海 の ネ ッ ト

ワー ク は捉 え られ て い るの か。 そ こで 東 南 ア

43

ジアの海域世界のネ ットワークとの違いが分

かって くる。

家島 海というのは、特殊な空間であると考

えている。海その ものが、独自のネッ トワー

クである。関連の世界である。

立本 特殊な空間というのは、何に対 して

おっしゃっているのか。例えば、陸か ら見て

特殊だというのであれば、東南アジアから中

国に対 しての南シナ海も特殊な空間、インド

洋 も特殊な空聞というように同 じになってし

まう。

家島 海という場の様々な特性を考えなけれ

ばならないということだ。

大塚 立本さんが今まとめ られたように、三

っのネッ トワークがある。そ して都市 とイス

ラームが重 なっているのではないかとお っ

しゃった。むしろ私は、イスラームのそれは

少々質が違 うのではないかと思う。逆に、海

と都市 とは重なる、っまり、海港というのは

都市である。

立本 今日のお話では、港市と都市は一緒で

あった。

大塚 原都市 という考え方では、都市と港に

は共通性がある。っ まりノー ド(結節点)と

いう点である。そうすると海が特殊な空間か

どうかということでは、中東の場合砂漠と対

置させて考える必要がある。もう一つ地域と

いうことで言うと、明らかに中東と東南アジ

アはともに地域概念である。そ して今日家島

さんが話されたのは、中東地域をイスラーム・



ネットワークから考えていこうということで

ある。東南アジアの海域ネットワークの場合、

高谷さんの世界単位区分によると東南アジア

の一部でしかない。今日の話では、中東、 も

しくはイスラーム社会を主語にして考えて、

それは全体的にネッ トワークによってある程

度はおさえることが出来るだろうということ

であった。東南アジアの場合、高谷さんの区

分図で考えるのであれば、海域ネットワーク

の社会は、その一部である。そこでは、港を

都市 と考えれば確かに同じネットワークであ

る。 しか し、東南アジア全体のネットワーク、

あるいはそこか ら拡がるネットワークがある

のかどうか。東南アジアを主語にした場合、

ネットワークで捉えることが出来るのか、そ

れとも海域という特徴によっているだけなの

か。
東 ア ジアに おけ る 「世 界単位 」 の分布

高谷好一,1993r新 世界秩序を求めて』中公新書.

立本 高谷さんの図はかなり生態的にまとめ

られていて、細かい。私達が言っている海域

ネッ トワーク世界は東南アジアか ら南シナ海

を含む もっと広い単位である。
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大塚 大陸部はどうか。

立本 あまり含まれないが、川があればそれ

を遡ってっながる。

古川 高谷さんの図で も海域 は点線で括って

ある。っまり、どこまでっながるのか分から

ないということである。

東 南 ア ジ ア の イ ス ラ ー ム 化

小杉 一 つ ど う して も確認 して お きた い こ と

が あ る。 東 南 ア ジア で はネ ッ トワー ク は、 一

部 に 引 っ掛 か って い るだ け だ とお っ しゃ った 。

ハ ドラ ミー ・ネ ッ トワ ー ク は イ ス ラ ー ム ・

ネ ッ トワ ー クの 一 っ の バ ー ジ ョ ン と して 拡

が って い る。 イ ン ドネ シア もマ レー シ ア もそ

れで か な り覆 わ れ る。 イ ス ラ ー ム世 界 が 成 立

して しま え ば 、東 南 ア ジ ア に しろ中 東 に しろ

消滅 して しま う こ と に もな る。 そ うで な くて

もよ い とは 思 うが 。 そ こで 確 認 した いの は、

東南 ア ジア に は か な り イ ス ラ ー ムが 拡 が って

い る。 そ れ は なぜ か 。 そ れ を明 らか に しな い

と、 イ ス ラー ム が 浸 透 して も、 イ ス ラ ー ム ・

ネ ッ トワー クが拡 が っ たの か ど うか は議 論 で

きな い。 東 南 ア ジア の イ ス ラ ー ム と は一 体 何

な の か 。

立 本 イ ン ド化 に しろ、 イ ス ラ ー ム化 に しろ 、

そ れ は 非 常 に 難 しい問 題 で あ る。

坪 内 む しろ 逆 に 質 問 した い。 東 南 ア ジア の

ム ス リム は、 中 東 の ム ス リム と同 じな の か。

立 本 ム ス リム の 定 義 にっ い て うか が い た い。

小 杉 そ れ に は、 す で に イ ス ラ ー ム化 とい う



のはイスラームの地域化 とセッ トであるとい

うテーゼを出 している。同じであって違う、

違 っていて同 じということである。っまり、

イスラーム化 した以上は同じ部分がある。東

南アジアの特性の中で、同じになって しまっ

たのは何かということである。

高谷 なぜ東南アジアで はイスラームが拡

がったのか、という質問に皆に答えてもらおう。

古川 社会的練度の高い人達が、金儲 けと称

してやってきて、コミッションをばらまいて、

商売をや った。要す るに、熱帯多雨林には

様 々な産物がある。そこに社会的練度の高い

こすか らい人達がや って きた。東南アジアは

アニ ミズムの世界であるから巻き込まれて し

まう。

立本 東南アジアのイスラームをどう考える

のかに簡潔に答えるのであれば、東南アジア

ではイスラームは宗教になってしまったとい

うことである。例えば、イスラームはディー

ン(din)と いう言葉ではな く、アガマ(aga-

ma)と い うサ ンスク リッ ト起源の言葉で示

されている。要するに、生活 と宗教が一体に

なったシャリーア、ウンマといった形ではな

く、 「宗教」として扱われている。一様では

ないが、地域が東にいくほど、だんだんシン

ボル的になっている。全体として言えば、単

なる宗教になっているのである。

小杉 それはよ く分かるが、単なる宗教にな

るとなぜ浸透するのか。

立本 宗教をどのように選択するのかは非常
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に難 しい問題である。

高谷 浸透 していない。

立本 薬をもらうためとか、まじないをする

ためとか、はくをっけるとか様々であろう。

片倉 それは生活とは違 うのか。いわゆる宗

教 と言えば、単純に魂の救済 とかいうことで

あろう。

立本 そういうことを言 っているのではない。

東南アジアでは、元来のイスラームのように

イスラームが生活全体を律 しているのではな

いということである。

片倉 ではなぜ浸透 したのか。

立本 浸透 したのは、イスラームその ものが

どうであるからではなく、様々な外部的な条

件のためである。チャンス、偶然である。

小杉 偶然であんなにも拡がるのか。

加藤 やはり、歴史的タイミングを考えなけ

ればならない。11世 紀に広州で10万 人のムス

リムが殺されている。その頃に東南アジアに

イスラームが拡がっていた形跡はない。13世

紀頃にようやくスマ トラにイスラーム国家が

できる。ここに、歴史的タイ ミングを見るこ

とができる。一っには、元憲によって強いヒ

ン ドゥー的な国家が崩壊 したことがあり、 も

う一っはセラミックロー ド、海の シルクロー

ドの重要性がこの時期に高まったことがある。

そ ういう歴史的状況を考えないと、なぜ東南

アジアでイスラームが受容されたのかは理解

できない。イスラームが島懊部で広まる時期

と、大陸部で上座部仏教が広まる時期 とは、



時代的に近い。 ヒン ドゥーか らのパラダイム

転換が、12世 紀から14世紀にかけての東南ア

ジアで起 こったのであろう。

小杉 そうすると、まさにそ うした歴史的状

況が非常に有利に作用する中で、イスラーム・

ネットワークが東方 に拡大 した、という議論

になるので はないか。

鈴木 イスラーム世界その ものが、11世 紀後

半から14世紀にかけて中東の外に向か って再

び拡大 していった。イン ド、アナ トリア、東

南アジア、東 ・西アフリカへと拡がっていく、

イスラームの拡大期でもあった。

坪内 その拡大は、同じ原理で拡大 したのか

どうかが問題であろう。っまり、中東に存在

し、機能 しているイスラームの原理と東南ア

ジアのそれとが、同 じなのかということであ

る。異なる面があるのではないか。

上岡 先の立本さんのお話に関連 していると

思うが、ブギス人の場合イスラームから他の

宗教への改宗者が非常に多いとインドネシア

のある研究者か ら聞いた。中東ではそうした

ことはほとんどない。ヨルダンなどでは改宗

したことを公にすると死刑になるとも聞いた。

やはり宗教の捉え方が、中東と東南アジアで

は違っているのではないだろうか。

立本 スラウェシのブギス人のイスラームへ

の改宗は16世 紀に入ってからのことであるが、

伝説によると当時の王が、イスラームとカ ト

リックの両方に使節を送 り、早 く戻 って来た

ほうに改宗すると告げ、イスラームへの使節
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が早 く戻って来たので彼はイスラームを受容

したと言われている。なぜその後拡大 したの

かというと、王はイスラームをシンボルに し

て、聖戦、ジハー ドを戦い、南部に勢力を広

げていったか らであ る。マレーシアの場合は、

ポル トガルの残虐性に対抗す るためのシンボ

ルとしてイスラームが使われ、広まったと考

えられている。っまり、イスラームが良いか

ら広 まったのではな く、歴史的な偶然が重

なったためにイスラームは広まったのである、

とみた方が妥当であろう。上岡さんの質問に

ついては、ブギスがそうであるかどうかは別

として、一般に改宗に対 して寛容である地域

は多いと言 えよ う。 イスラームの捉え方が

違 っているのであろう。

鈴木 イスラーム教徒が他の人々を支配 しよ

うとする時は、聖戦によるのであるが、必ず

しも改宗はさせない。

立本 それはイスラームであって、ブギスの

場合は王が改宗させたのである。

鈴木 聖戦で行 った先はすべて改宗させたの

か。

立本 そうだ。だからスラウェシ南部はすべ

てムスリムになった。上から下へと広まった。

っまり、まず王が改宗し、次いで王が連れて

くるイマームなどが民衆を改宗させ、そ して

民衆か らもイスラーム学者が出るようになる

のである。

片倉 東南アジァの場合、まず上流階級にイ

スラームが入ってい くという形で拡がる。



立本 ふっうは、まず王権層や大商人などに

入 る。それは、その当時ムスリムが非常に活

躍 していたから、改宗 したほうが得であると

考えたからであろう。

ネ ッ トワー クの地 域 差

小 杉 地 域 を考 え る 際 に 、 そ う した違 い を話

して もだ め だ と思 う。 イ ス ラ ー ム ・ネ ッ ト

ワ ー ク は、 中東 に あ る時 は均 質 で あ る のが 、

東 南 ア ジア に く る とそ の 質 は違 って い る、 と

い う議 論 に な って い る。 そ れ は妥 当で は な い。

な ぜ な らハ ドラ ミー ・ネ ッ トワ ー ク はハ ドラ

ミー的 な特 徴 が あ る し、 西 ア フ リカで も北 ア

フ リカ で も若 干 質 は異 な るの で あ る。 そ して 、

偶 然 と い う な らば、 それ は ど の 地 域 に っ いて

も同 じこ とで あ ろ う。 イ ス ラ ーム の どの 要 素

が 人 々 を 魅 きっ けた の か も異 な って い る。 イ

ス ラー ム ・ネ ッ トワ ー ク で議 論 を す れ ば 、 ど

う して もそ れ は トラ ンス エ リア で あ る とい う

こ とに な って しま う。

鈴 木 地 域 の 定 義 そ の もの が 問題 で あ る。 地

理 的 で は な く、 人 間 関 係 論 的 な もの と して定

義 した ほ うが よ い 。

坪 内 そ の 定 義 だ と、 日本 も中 国 の一 部 に な

る。先 の 話 に戻 るが 、華 僑 ネ ッ トワ ー ク とイ ス

ラ ー ム ・ネ ッ トワー クの 二 つ の ネ ッ トワー ク

に っ い て の 議論 が あ った 。 華 僑 ネ ッ トワー ク

も同様 に人 間原 理 で 重 な って い くの か、 あ る

い は質 の異 な る ネ ッ トワー クな の か 聞 きた い。

高 谷 応 地 さん が 、 ネ ッ トワ ー ク の中 身 につ
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いて議論する必要があるとおっしゃった。中

東はネットワークではある。それは確かなよ

うだ。一方応地さんは、インドも同様 にネッ

トワークだ と見ることもできると言われる。

これは驚きだ。それぞれがイメージしている

ネ ットワークの中身が違 うらしい。

応地 人間のいるところであれば、・どこにで

もネットワークはある。その意味では、ネッ

トワークのない人間社会などは存在 しないと

思う。以前のイスラームに関する研究会で次

のような結論が出た。それは、イスラームの

社会というのは、それぞれの人にそれぞれの

尊厳、あるいは正当性を認めあう、多元的な価

値観に基づいたネッ トワーク社会であるとい

うことであった。それに対 しインドのネット

ワークを考える場合には、カース ト制がすぐ

挙げられる。単純化 して言えば、カース トと

は一元的なヒエラルキーを もったネットワー

クの中にある。海外のイン ド人を見て も、そ

うしたネットワークを保 っているところでは、

彼 らは母国語を大事にし、そうでなければ同

化 していく。こうした形で、先に鈴木さんが

述べ られた文化変容 も、その プロセスが異

なっている。このように、東南アジアのネッ

トワークもどのような内容であるのか話 して

いただきたい。要するに、東南アジアの社会

は、来るものは拒まず、去る者は追わずとい

う自由に往来できるようなネットワーク社会

であるとお っしゃているが、それはイスラー

ムについて も同様である。それが、イスラー



ム自由都市論の基本的な考え方である。そ う

すると両者のネットワークを、全 く同 じもの

として考えてよいのか、が問題になる。この

点にっいて議論 して、 もし違いがあれば、そ

れは地域の問題になるし、違いがなければ、

ネットワーク論で組み立てなおせばよい。

鈴木 まだ議論は尽きないが、ここで終了に

したい。 「イスラームと地域」という題で大

塚さんから話題提供があり、また総合討論 も

あるので、この議論は次の議論にっながると

思う。
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